



















    
－日本語教育における可能表現のあり方について－ 
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                         能力可能 
                  A 条件可能  内的条件可能 
                         外的条件可能 
 
       （１）動作主可能 
 
                 B結果可能（遂行可能） 
可能表現   （２）自発（経験者可能） 
   
































 A 「能」「可以」「会」は、力によって、それができる・できないを表す（能力） 
 B 「能」「可以」「会」は事実上、それができる・できないを表す（条件） 
 C 「能」「会」は環境または情理（道理、常識など）によって、それができる・できな 






  ・能挑二百斤的担子上山。 
（筆者訳：２百斤の荷物を担いで山に登ることができる。） 
B 客観的可能性を表す。「会」「能」「可能」 
  ・看样子会下雨。 
  （筆者訳： 空模様を見ると、雨が降るかもしれない。） 
C 環境または情理上許されることを表す。「能」「得」「可以」 











3類に分けている。    
 A類可能補語―― Ⅴ得／不Ⅽ4 
        B類可能補語―― Ⅴ得／不了 









 甲類 ①ある種の能力を備えている、または主観的条件がある動作の実現を許す。 
     例：他能说三种外语。（彼は 3ヶ国語が話せる） 
     例：我能举起一百斤东西。（私は 100斤の物を持ち上げられる。） 
    ②ある種類の客観的条件を備えていること、或はは客観的条件がある動作や変化
の実現を許す。 
    例：今天气温很低，水能结冰。（今日は気温が低いから、水が凍る。） 
            只要控制饮食，你就能瘦下来。(君は飲食を控えれば、痩せられる。) 
    ③可能性があることを表す 
    例：都十点多了，他还能来吗？（もう 10時を過ぎた。彼はまだくるのだろうか。） 
 
 乙類 ④許可を表わす。 
        例：没有我的命令你不能动。（私の命令がなければ動いてはだめだ。） 
    ⑤情理上の許可を表わす。 
















































































































































       ｂ 李さんは日本語を話すことができます。 
（2）a 鈴木さんは英語で電話がかけられます。 
       ｂ 鈴木さんは英語で電話をかけることができます。 
（3）a 駅でタバコが吸えません。終日禁煙ですから。 
    ｂ 駅でタバコを吸うことができません。終日禁煙ですから。 
（4）a 夜 10時まで車が止められます。  



































































   *ｂ 王さんは話すことができる。 
（11）a この万年筆はなかなか使える。 
   *ｂ この万年筆はなかなか使うことができる。 
（12）a その喫茶店のコーヒーは飲めない。 












































（13）a 君のおかげで試験に受かることができた。 （○） 



































（19）那间教室坐不下 300人。（あの教室には 300人は座れません。） 




    车子里坐得下这么多人吗？ （車の中にこんなに大勢座れますか？） 
（20）那场比赛我们赢不了。（その試合には私たちは勝てない。） 
     我吃得了。（私は食べられる。） 
（21）听不得。（聞いてはいけない。） 
     这个柿子吃得吗？这个柿子还没熟，吃不得。 


































































      b 这小孩举得起大石头。（？） 
（この子供は大きな石が持ち挙げられる。） 
（27） a起重机能吊起很重的东西。（○） 
       b 起重机吊得起很重的东西。（？） 
   （クレーンは重いものも吊り上げられる。） 
（28） a山太高了，怎么也爬不到山顶。（○） 
       b山太高了，怎么也不能爬到山顶。（？） 
   （山が高すぎてなかなか頂上まで登れなかった。） 
（29） a你走得太快了，我跟不上。（○） 
       b你走得太快了，我不能跟上。（？） 













































      b 关于这个问题，小李始终想不通。（○） 



















 （33）a 可能是年龄的缘故，不用拐杖就走不稳。（○） 
    ｂ 可能是年龄的缘故，不用拐杖就不能走稳。（？） 
    （年のせいか、杖を持たないときちんとに歩けない。） 
（34）a  这道数学题太难了，小学生解答不出来。（○） 
    ｂ 这道数学题太难了，小学生不能解答出来。（？） 
    （この数学の問題は難しすぎて小学生には解けない。） 
 （35）a  因为大雾，看不清对面的山。 （○） 
    ｂ 因为大雾，不能看清对面的山。（？） 














 （36）a 在图书馆不能吸烟。（○） 
    ｂ 在图书馆吸不了烟。（？） 
   （図書館ではタバコを吸うことができない。） 
 （37）a 没有我的命令，你不能进来。（○） 
    ｂ 没有我的命令，你进来不了。（？） 
   （僕の命令がないと、お前は入ってはいけない。） 
 （38）a 对于孩子的任性，父母不能放任不管。（○） 
    ｂ 对于孩子的任性，父母放任不管不了。（？） 
















 （39）a 包里已经满了，什么都放不了了。 
    ｂ 包里已经满了，什么都不能放了。 
    （カバンはもういっぱいで、これ以上何も入らない。） 
 （40）a 这件事，我是管不了啊。 
    ｂ 这件事，我是不能管啊。 
    （このことなら、僕では手に負えないよ。） 
 （41）a 上不了大学早点工作也可以。 
    ｂ 不能上大学早点工作也可以。 

































































































































































 2.4.1 中国の大学で使われている日本語教科書 
 
調査対象とする教科書は以下の 5点である。 











































































第２冊  無し  
第３冊 L７ ～うる 
確かに外国人労働者が増えればそういう問題
も起こりうるだろう。 



































































































































































生が 1年間で前期と後期に分け、習得するようになっており、2年生で、第 3、4冊目を 1
年間で習得する。この第 3、4 冊には可能表現の内容がほとんど出ていない。1 と２の対




































                                                   
13  呉志寧（2015）『国語白百合 46』P93 
14 呉志寧（2014）『国文白百合 45』P117  
15 日本語能力試験は日本語を母語としない人を対象に日本語能力を認定する検定試験である。2010 年の改定で、






















 ①ａ太郎能游 500米。  
ｂ太郎は 500メートル泳げる。 
 ②ａ你会打棒球吗？  
ｂあなたは野球ができますか。 
 ③ａ这个游泳池是室内的，一整年都能游。 








  ｂこの挟みはしっかりとモノを挟める。 
 ⑥ａ这台电脑能用。 
  ｂこのパソコンは使える。 
⑦ａ昨日、久々に手紙が書けた。 
  ｂ好久没写信，昨天写了一封。 
 ⑧ａようやくそこに行けた。 
  ｂ终于去了那儿。 
⑨ａ太郎が泳いてみたら、500メートル泳げた。  




  ｂ缶詰の蓋は彼女の力では開かない。 
 ⑫ａ书很多，这个包装不下。    
  ｂ本が多いので、このカバンに入らない。 
 ⑬a的确，外国工人增加以后会发生这种问题。  
  ｂ確かに外国人労働者が増えればそういう問題も起こり得るだろう。 
 ⑭a那幅画的精彩之处是不能用语言表达的。   










































 No   正答率 
分類Ⅰ 
① 86.7％ 
③  100％ 
③ 86.7％ 
④ 56.7％ 





分類Ⅱ ⑩ 30.0％ 
⑪ 20.0％ 
⑫ 23.3％ 







































































１．年齢： １０代  ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 
２．日本語勉強時間（外国人のみ）：  
          1年以下  1年から 3年  3年から 5年   5年以上 
３．日本に滞在時間（外国人のみ）：  
     1年以下  1年から 3年  3年から 5年   5年以上 
    





① a太郎能游 500米。  
ｂ太郎は 500メートル     。 
② 你会打棒球吗？  
ｂあなたは野球が    か。 
③ ａ这个游泳池是室内的，一整年都能游。 
  ｂこのプールは室内なので、一年中     。 
④ a这张床能睡得很舒服。 
 ｂこのベッドはよく     。 
⑤ a这个夹子能夹得很紧。 
  ｂこの挟みはしっかりとモノを      。 
⑥ a这台电脑能用。 




 ｂ好久没写信，昨天          。 
⑧ ようやくそこに行けた。 
 ｂ终于       那儿。 
⑨ a太郎が泳いてみたら、500メートル泳げた。  
  b太郎试游了一下，            500米。   
⑩ 只要喝药就能治好。 
 ｂ薬を飲めば          。 
⑪ 她的力气打不开罐头盖。 
  ｂ缶詰の蓋は彼女の力では           。 
⑫ 书很多，这个包装不下。    
  ｂ本が多いので、このカバンに            。 
⑬ a的确，外国工人增加以后会发生这种问题。 （～得る） 
  ｂ確かに外国人労働者が増えればそういう問題も           だろう。 
⑭ a那幅画的精彩之处是不能用语言表达的。  （～得る） 






































   例 1※王さんは 100メートルを 10秒で走り得る。 
 
 
















































 Ａ条件可能 ア）能力可能：動作主のもつある程度永続的な能力によって動作の実現が 
可能・不可能であることを表す。 
      例：私は英語が上手に話せる。（渋谷 1986：102） 
      イ）内的条件可能：動作主の一時的な気分的・肉体的条件によって動作の実
現が可能・不可能であることを表す。否定形の場合には
「～シタクナイ」の意を表す 
      例：今日は気持ちが悪くてあまりたくさんは食べられない（＝食べたくない）
（同上） 











      例：彼の論文は今月中に出来上がると思われる。（同上：106） 

























       を表す。 
  ・人間は話せる動物だ。（呂 2006：54） 
  ・彼女は車が運転できる。（同上：54） 
イ 条件可能：ある動作または状態を成立させる動作・状態の担い手の能力が何らかの条 
       件により、実現可能かどうかを表す。 
  ・花子は今日体調が悪いので、泳げない。（同上：55） 
  ・花子はお父さんの許可を得ていないので、今日は泳ぐことができない。（同上：55） 
ウ 属性可能：事物の属性が実現可能かどうかを表す表現である。 
ⅰ事物の本来的性質：日本語では、この属性は無意志動詞によって表されるのが通例 
           であり、可能表現はほとんど使用されない。 









       いう認識上の可能性を表す。この類の表現は事柄が成立する可能性の有無 
       に対する話し手の判断を表す。 
   
・クビになりえない人が弾核裁判にかけられるんです。（金子 1980） 













金子 能力可能はⅠ、Ⅱを用いる 認識可能 



















3.3  「～ウル／エル」の考察 
 
 例１※王さんは 100メートルを 10秒で走り得る。 








  ・単に健康というにすぎない千人の芸術家を擁する一族が代々にわたってただの一項 
   目すら作りえないようなものを、ことごとく、癲癇やその他の発作の合間に、三十 
   年間で創造してしまう」              『プルースト評論選』2002 
 ・文体論は美妙が得意とするところであった。詩は哲学であり、詩人は「哲学者と同 
  胞の実を表し得る」ものでなくてはならぬと大上段に主張した。たとえば、天地自 
  然の美を見、美を感じ……               『美妙、消えた。』2001 
 ・言を左右にするなど甚だしく不誠実な証言内容に終始していることに徴して全く信 
  用しえない」と一刀両断に斬り捨てられている。 
                       『ロッキード裁判とその時代』1994 
 ・……のような形態をしているにちがいないと主張しているわけでもない。「彗星に
は、人間が観測しうる狭い範囲に存在するものとは大きく異なる存在が居住するのか
も知れない。                『地球外生命論争 1750-1900』2001 
 ・豊かな完成と柔軟な思考を有し、基本的には 2年間で論文を完成させうる研究能力 



















3.3.2.  「～ウル／エル」が可能形に変換できない場合 
 
 ・全く、どんな事でも起り得るのだと思うで、深く懼れた。しかし、何故こんな事に 
 ・なったの。分らぬ。           『見上げれば星は天に満ちて』2005 
  ・深い水の底に一條の光が高みから射し入っているような明るさも漂う。現実に起り 
   得ない事件がいくら起っても、最後まで落着いた気分で読み通せるのは、訳者の文 
   章力に負うと……                  『毎日新聞』2004.11.7 
 ・ヒプノティック（催眠的）でありながらイマジネイティブ。視覚でも言葉でもあり 
  えない、音の持つ力を感じた夜だった。（小野島大・音楽評論家）ライブはほとん
ど真っ暗闇で……                『朝日新聞』夕刊 2005.6.13 
 ・店内でこれだけの大きな物音を立てているのに、誰ひとり様子を見に来ないなんて 
  ことがありえるだろうか？ いや、ない！ ―と断言したかったユキトは、でも、 

























3.4  認識可能の表現形式の考察 
 
  ・秋红就在一旁厉声叱责道，哭什么哭？腿断了又接不回去，光知道哭，哭有什么用？ 










  ・“那么多女孩子去拍照，照相馆会不会弄错？”  
  “怎么会呢？”                            『孤』 








 ・雪かきを終えた小学生に元気が残っているはずはないけど。        『新』 







 ・そんな中でも僕が真理の姿を見逃すはずがなかった。            『青』 






  ・他疲倦地摇头说：“不会吧，不会吧。”                    『寒』 
49 
 






  ・不是这样的男子汉，她也不会爱他。            『色』                            























































































































































                   （起こる可能性を示す）   『相７18』 
男欢女爱总是会发生一些难以置信的事不是吗？ 
 ③犯人は瑠璃子さんが秘密の隠し場所を突き止めたことを知っていた人物。同時に、あ
の日の午後２人が徒歩でバス停に向かったことを知り得た人物です。   『相 1119』 





































 本章では可能と可能性を表わす「会」21を対象とする 。 
                                                   
















年は大学だ……                             『恍』 




（2）便没有，只要有人知道就会坏事，打小报告讨好他太太的人太多。              『色』     
たとえそんな者がいなくても、誰かに知られたら、きっとご機嫌取りのために夫人に





                                                                         『寒』 
彼を巡る一切のものは彼とは関わりがなかったのだ。このような時、もし彼の傍らで
死ぬ人があったとしても、彼は振り向いてみることもしないだろう。      
ここでは、主人公は周りの一切にもう関心を持っていないため、死ぬ人が出てきても、






















るかもしれないって。                            『死』                             
  爸爸不能工作了，去医院还要花钱，可能还会被赶出这房子。 
ここでは、話し手はお金がなくて、家を追い出されることがあり得ると判断している。 






















































（9）大哥大嫂别难过，总会有那么一天。                                    『高』 
 兄貴もお姉さんも余り気にやまんでくれ、そういう日は必ずやってくる。  
ここでは、話し手は聞き手を慰めて、幸せな日が来ると確信的に言いきかせている。 
（10）「僕は死にません!あなたが好きだから、僕は死にません。僕が、幸せにしますか



















































































It can happen.（そういうことは起こり得る） 






























































































⑥  あの学生はスペイン語が話せる。（那个学生会说西班牙语。） 
⑦  この会議では日本語は使えません。（这个会议不能使用日语。） 

































































































     b高中的时候、我根本不会踢足球。 
（8）a以前彼は英語が話せなかった。『現』 
  b以前他不会说英语。 
（9）a図書館館内で、飲食できなかった。『現』 
   b在图书馆馆内是不可以饮食的。 
 （10）a日本に来たばかりの時、私は納豆が食べられなかった。『現』 























できた。                             『地』 
      b总之只有跑了。深深的叹了一口气后，反而以轻松的心情跑完了。（結果補語） 
（14）ａ最後の授業で見た映画も聞き取れた単語がいくつかあったので、嬉しかったです。 
   ｂ最后一次课课堂上看的电影也听懂了几个词，所以很高兴。（結果補語） 
（15）a 紗南は原稿を束ねて数えてみた。「うお〜っ、五十枚も書けたよ～っ！やったや




きました。                                『マ』 
ｂ我也很感谢你，多亏了你，我才做好了心理准备，去接受职业女性的妈妈们。（同
上） 




（19）a「珍しく警察庁に恩を売ることが出来ましたね。」『相棒 11』    
    ｂ“难得卖了一次人情给警察厅啊。”   （同上） 
（20）ａ数回よんだだけで、すぐ覚えられた。 『現』 
   ｂ念了几遍就背上来了。（趨向補語） 
（21）ａ彼を識別できた。           








































   b她很难过，才唱了一句就唱不下去了。（可能補語30）    
（23）aその字は私は急には書けなかった。 
   b这个字我一时写不上来。（可能補語） 
（24）a部屋の中では会合が行われている。しかし、失敗の原因について、いったいなぜ
なのか、だれも説明できなかった。 
   b屋里正开着会。然而，对于失败的原因，到底是为什么，谁也说不出。（可能補語） 
（25）a今日の用事が多くて、本当に時間が捻出できなかった。 



























表 1 潜在可能と可能の顕在化における日中の例文 








































































































































































































































































   （在车站不能抽烟／不可以抽烟，因为全天禁烟。） 
（31）この教室は３００人は楽に入れます。（这个教室可以很宽松的容纳 300个人。） 
（32）背が高くなければ、ファッションモデルにはなれないだろう。 




























       (一看到这个老花镜，我就会不禁想起祖父。) 
（37）地震のニュースを見て、友達のことが心配される。 














れる。                                   『日』 
   a于是，他们就把热的叫做“汤”，把凉的叫做“水”，以示区别。       
（41） 人々はブナ林に囲まれて、ヒシの実を採ったり、ドングリ類を採集し、狩猟を行
っていたと思われる。                             
『森』 
  a在水青冈森林环绕的居住地，人们采摘菱角或橡树类果实，并外出狩猎。 
（42）近世中頃以降の綿などの商品作物の導入は、林地の荒廃に拍車をかけたとみられる。 
                                     （同上） 






























     （正忙的时候，客人却来了，结果没法工作了。） 
（51）彼は奥さんに逃げられて、すっかり元気をなくしてしまった。 
   （他老婆跑了，他非常沮丧。） 
（52）学校から帰る途中、雨に降られた。（从学校回家的路上被雨淋了。） 
（53）太郎が次郎にベッドに荷物を置かれて、寝られなくなった。 







   一块十坪多一点的地方上，种满了芍药。 
（59）表紙に美しい絵が描かれている。（封面上画着美丽的画。） 
（60）そのことはマネージャによって話された。 



























   （ａ）会議が開かれる。 会议开始了。 















































































































































































































































































  だいぶ体力が回復してきましたね、もう、そろそろ仕事を再開してもいいですよ。 
  （Jは日本語、Ⅽは中国語とする） 
（1'）J：だいぶ体力が回復してきましたね、もう、そろそろ仕事を再開できますよ。 
  C：你的体力恢复得很好，已经可以开始工作了。 
（2）このクッキー、私、食べてもいい？ 
（2'）J：このクッキー、私、食べられる？ 

















































 許可の意味 意向 許容の意味 客観的許容 後悔・不満 
日本語 
「～シテモイイ」 
○ ○ × ○ × 














（7）a 小张可以游 500米。 
b 張さんは 500メートルも泳ぐことができる。（○） 







b 彼は一食に饅頭を 5つ食べることができる。（○） 
ｃ彼は一食に饅頭を５つ食べてもいい。（？） 
（9）a 如果累了，可以休息下。 

































b この本を読んでみてもいい。  （？） 
c この本を読んでみたらいい。    （○） 
ｄこの本を読んでみたらどうだ。 （○） 
（14）a你没去过苏州吧。是个好地方，可以去走走。 
b 蘇州は行ったことないんだろう。良い所だから行ってみてもいい。 （？） 
c蘇州は行ったことないんだろう。良い所だから行ってみたらいい。    （○） 
ｄ 蘇州は行ったことないんだろう。良い所だから行ってみたらどうだ。 （○） 
（15）a那个经理可以采访采访。 
b この社長にはインタビューしてみてもいい。  （？） 
cこの社長にはインタビューしてみたらいい。     （○） 
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